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「
P
T
A

会
長
の
ご
挨
拶
」

P
T
A

会
長

須
見
健
矢

( 1 ） 平盛 2 8 年 6 月 1 3 日

平
成
2
7

年
度
も

お
陰
様
を
も
ち
ま

し
て
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た

。

こ
れ
か
ら

も
子
供
た
ち
が
生

き
生
き
と
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う

先
生
方
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
努
力
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す

。

さ
て
、
新
緑
の
美
し
い
季
節
を
向
か
え

そ
ろ
そ
ろ
子
供
た
ち
も
新
学
年
で
の
学
校

生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
か
と
思
い
ま
す

。

緑
の
木
々
の
よ
う
に
伸
び
伸
び
と
成
長
し

て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す

。

P
T
A

も
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た

。

役
員
、
委
員
を
お
引
き
受
け

下
さ
っ
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
各
学
校
行
事

等
で
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
多
々

あ
る
か
と
存
じ
ま
す

。

殊
に
、
今
年
度
は
、

来
年
2

月
に
予
定
さ
れ
る
江
小

P

連
の
委

託
研
究
発
表
会
の
担
当
会
と
し
て
ご
負
担

を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
存
じ
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

。

PT A広報

「
今
で
き
る
こ
と
、

今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
」

校
長
山
下
靖
雄

校
庭
の
銀
杏

の
木
々
に
も
目

に
鮮
や
か
な
緑

色
の
葉
が
つ
き

始
め
ま
し
た

。

新
年
度
の
子
供

た
ち
の
頑
張
り

ぶ
り
と
そ
の
成

長
の
早
さ
が
重
な
り
ま
す

。

P
T
A

の

皆
さ
ま
に
は
様
々
な
場
面
で
本
校
の
教

育
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す

。

今
年
度
も

子
供
た
ち
の
輝
く
笑
顔
の
た
め
に
、
お

力
添
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す

。

私

も
着
任
6

年
目

。

6

年
生
と
は
同
級
生

で
す

。

7
5
4

人
の
子
供
た
ち
の
た
め

に
、
今
で
き
る
こ
と
、
今
し
か
で
き
な

い
こ
と
の

二

つ
を
音
い
識
し
な
が
ら

一
年

間
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す

。

そ
し
て
最
高
学
年
の

一
人
と
し

て
、
子
供
た
ち
を
リ
ー
ド
し
、

P
T
A

の
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
て
、
よ
り
一
層

西
葛
西
小
学
校
の
教
育
活
動
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す

。
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「
新
任
の
ご
挨
拶
」

副
校
長
篠
津
章
子

今
年
度
、
西

葛
西
小
学
校
に

着
任
い
た
し
ま

し
た

。

そ
し
て

新
し
く
P
T
A

の
副
会
長
と
し

て
就
任
い
た
し

ま
し
た

。

前
任
の
乙
黒
副
会
長
の
バ
ト
ン
を
引
き

継
ぎ
、
西
葛
西
小
学
校
の
子
供
た
ち
が

明
る
く
生
き
生
き
と
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
地
域
の

皆
さ
ま
と
学
校
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
し
て

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

さ
て
、
入
学
式
・
始
業
式
か
ら
早
一

ヶ
月
、
ど
の
学
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い
、

充
実
し
た
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
き
な
声
の
あ
い
さ
つ
や
校
庭

で
は
つ
ら
つ
と
遊
ぶ
姿
、
音
楽
集
会
で

の
び
の
び
歌
う
子
供
た
ち
に
、
ま
っ
す

ぐ
に
成
長
し
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
て
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら
始
ま
る

P
T

A
主
催
の
活
動
や
地
域
行
事
、
学
校
応

援
団
と
し
て
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
す

る
よ
う
励
ん
で
ま
い
り
ま
す

。

ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

~-411"' 祖’~：~

t,l 釜虚

離任式

今年度離任された 5 名の先生方

五
月
二
日
、
本
校
体
育
館
に
て
、

転
出
・
退
職
さ
れ
た
先
生
方
を
お
迎

え
し
て
、
離
任
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

子
供
た
ち
が
作
る
花
の
ア
！
チ

を
く
ぐ
っ
て
入
場
さ
れ
、
お

一
人
お

一
人
に
代
表
児
童
よ
り
感
謝
の

言

葉
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た

。

先
生

方
か
ら
は
西
葛
西
小
学
校
で
の
思

い
出
や
子
供
た
ち
へ
の
温
か
い
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

最
後
は
全
員
で
校
歌
斉
唱
を
し

て
、
子
供
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が

ら
退
場
さ
れ
ま
し
た

。

体
育
館
の

外
に
は
、
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
た

ち
も
か
け
つ
け
て
い
て
、
先
生
方

を
囲
ん
で
別

れ
を
惜
し
ん

で
い
ま
し
た

。

感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ

い
の
感
動
的

な
離
任
式
で

し
た

。
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花のアーチをくぐる乙黒先生



平成 2 8 年 6 月 1 3 日（2)

一
言
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
無
人
島
に
持
っ
て
い
く
と
し
た
ら
、

何
を
持
っ
て
い
く
つ
・
」

教
職
員
紹
介

PTA ！.ムー埜

~y 
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(3 ） 平成 2 8 年 6 月 1 3 日

篠 j畢副校長先生
「日焼け止め」で
す。もう曲がり角は I 

すぎたので。 ノ

_l 1 年｝

命 ......... ‘＇エメ

2
1
1

宮
川
先
生
ノ
＼

t

「
無
人
島
で
の
生
活

一
一

を
楽
し
む
た
め
の
←
一

本
」
を
1

冊
。
一
一

2
1
2

森
長
先
生
一
一

「
希
望
」
か

「
よ
ゐ

一
一

こ
の
演
口
」

一
一

2

ー
3

大
久
保
先
生
一
一

ね
ぶ
く
ろ
！
一
一

2
1
4

鈴
木
先
生
一
一

魔
法
の
ラ
ン
プ

！
←
←

願
い
ご
と
3

つ
ど
う
一
一

し
よ
う
？
？
脱
出
？
一
一

楽
し
む
？
←
一

2
1
5

石
井
先
生
一

C
J

夢
が
叶
う
な
ら
ば

一
＼
ノ

「
ど
こ
で
も
ド
ア
」

。

一
、
三
戸

こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
～
－

4

－

心
配
な
い
さ

i

p

＼
戸
3

－

6
1
1

森
先
生
〆

現
実
的

に
考
え

、
ナ
イ
一

フ
で
す

。

切
る

、
身
を
一

守
る
な
ど
、
き
っ
と
万
一

能
で
す
。

←

6
1
2

小
林
先
生
一

マ
ッ
チ
で
す
。
寒
さ
を
一

し

の
げ
る

・
料
理
に
使
一

え
る
の
で

c

一

6
1
3

高
橋
先
生
一

「
鍋
。
」

確
実
に
調
理
の
幅
が
一

広
が
り
ま
す
！
一

幅
を
広
げ
て

f

←

楽
し
い
無
人
間
脚
～

島
生
活
。
－
幽
司

＼

- E
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4
1
3

渡
辺
先
生

め
が
ね

。

視
力
が
悪
す

ぎ
て
、
こ
れ
が
な
い
と

何
も
見
え
ま

せ
ん
。

音
楽
船
越
先
生

テ
ン
ト

！
で
す

。

雨
、

風
を
し
の
ぐ
た
め
と
、

よ
く
眠
れ
る
よ
う
に
。

ど

う
か
、
飛
ば
さ
れ
ま

せ
ん
よ
う
に
・
：

。

図
工
石
上
先
生

巨
大
す
る
め

。

一
緒
に

お
ど
っ
た
り
、
時
々
食

べ
た
り
し
て
楽
し
む

。

養
護
浪
波
先
生

ろ
過
機
。
と
り
あ
え

ず
、
飲
み
水
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
、
海
水
を

ろ
過
し
て
使
う
た
め

。

算
数
少
人
数

中
山
先
生

チ
ヤ
ツ
カ
マ
ン
（
ラ

イ
タ
ー
）
。

火
を
お

こ
す
の
っ
て
大
変

そ
う
だ
か
ら

：
・

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
中
村
先
生
ノ

釣
り
ざ
お

。

食
料
を
確
保

J

し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
す
一

ご
す
た
め

。

一

算
数
新
田
先
生
一

「
友
だ
ち
」
1

人
で
い
る
一

よ
り
、
仲

の
い
い
お
友
だ

一

ち
と
い
れ
ば
、
生
き
の
び

一

ら
れ
そ
う
だ
か
ら

1

一

音
楽
笹
谷
先
生
一

主
人
と
娘

！

家
族
が
一
緒

一

だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
状
況

－

で
も
乗
り
越
え
て
い
け
そ

一

ト
円
ノ
。

非
常
勤
教
員
川
島
先
生
一

釣
り
道
具

。

ま
ず
員
や
カ

一

ニ
を
つ
か
ま
え
る

。

そ
れ
一

を
エ
サ
に
し
て
魚
を
釣
一

λ
u
 

栄
養
士
江
良
先
生
一

使
い
捨
て
ラ
イ
タ

ー
。

火
）

を
お
こ
す
こ
と
が
大
変

。

＼

火
を
苦
手
と
す
る
生
＼

物
や
温
ま
る
た
め

。

＼

5
1
1

岸
田
先
生

J

、
」
健
康
な
体
。
一
応
気
が

一

－

4
圃

・
、

－
p
h

a

あ
れ

Y
、
何
で
も
で
一

おC
ス
UC

5
1
2

岩
田
先
生
－

一
‘
4
M

ラ
イ
タ
ー
で
す

。

火
一

一

九

広
白
、
が

あ
れ
ば
何
と
か
一

L
1
4
司

生
き
て
い
け
ま
す

。

一

、
手

d
5
1
3

田
中
先
生
一

－
い
－

犬
で
す
。
さ
び
し
く

一

,
FDh 〆
t

、
、

h
・
F
｝

－
u
－
な
い
の
で
、
何
と
か
一

／
「
L
＼
‘
司
川
’
；

i

ぃi
a

阻
園
畢
生
き
て
い
け
る
と

←

，
h
ur
r

y

h
F
J

パ
ゴ
思
う
か
ら
で
す

。

〆

A
4

F
JV
｝
／

．

ぽ
w
f
 

／
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、

、

、

¥ 

¥ 

小
曾
根
さ
ん

サ
パ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ

。

道
具
を
作
っ
た

一

り
、
食
材
を
切
っ
た
り
で
き
る

の
で
。

一

中
里
さ
ん

ス
イ
ミ
ン
グ
の
友
人

1
0

人
く
ら
い
連
一

れ
て
、

一
日
中
泳
い
で
遊
ん
で
暮
ら
す

。

一

黒
崎
さ
ん
一

サ
パ
イ
バ
ル
道
具
と
ラ
ジ
オ

。

一

依
田
さ
ん

ス
イ
カ
の
種

、

た
く
さ
ん
の
野
菜
の
種

一

を
持
っ
て
育
て
る

。

チ
ヤ
ツ
カ
マ
ン

←

（1
0

本
く
ら
い

。

）

智

一

武
田
さ
ん

J
F
l

dgER2v

- 

甘
い
も

の
を

山
ほ
ど

d
e

持
っ
て
行
き
、
食
べ
尽
く
す

0

4

＼



平成 2 8 年 6 月 1 3 日（4)

l 監副副未
1 査会会撮 i i
i 長長影 ： 1

l 尚 洋敏
｜ 子子宏
｜ 先 t
［生（

守勢 一.＂

℃ず

平成 28 年度

新役員紹介

PT A広報

一
列
目
右
よ
り

副
会
長
平
野

副
会
長
加
我

校
長
山
下

会
長
須
見

副
校
長
篠
津

副
会
長
金
田

副
会
長
小
山

二
列
目
右
よ
り

副
会
長
平
井

副
会
長
本
間

副
会
長
小
島

副
会
長
鈴
木

副
会
長
天
野

副
会
長
中
島

副
会
長
大
沼

副
会
長
後
藤

副
会
長
蜂
谷

秀
忠

中
市
仔
一

靖
雄
先
生

健
矢

章
子
先
生

聡
一

正
俊

賀
子

ま
ど
か

智
子

亜
美

則
子

麻
里

佑
三
子

芳
恵

直
子

三
列
目
右
よ
り

書
記
大
西
清
美

書
記
山
本
ゆ
か
こ

書
記
渡
部
洋
司
先
生

会
計
染
谷
め
ぐ
み

会
計
西
薮
智
代

会
計
田
口
千
春

会
計
森
章
先
生

監
査
千
葉
香
寿
美

監
査
中
村
朗
子田山高

中本崎

一労

PT  A 総会 タア
1:9 
~ 
予

〉

f
i
ゅ

J
N
V、
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4 月 2 2 日（金）、本校図書館に

おいて P T A総会が行われました 。

前年度の役員より、平成 2 7 年度の

活動及び会計、監査報告があり、本部

役員定員増に関する規約改正の提案が

ありました 。 また、今年度の役員からは、活動 : 。
ご意 見等 ございましたら 、以 下

計画案と予算案が示されました 。 これらの議題 : : 
の PTA メ ー ノレ ア ドレ スま で ! 

は満場一致で承認され、平成 2 8 年度の P TA  ; 
品 「1ishikasaisho. pta@gmail.com 

活動一一トいたしました。 ：タr

。 ~＼ !~ 

’編集後記 平成 2 8 年度の広報活動がスタートいたしました 。 先生方をはじめ PTA:

E 役員の皆さま、たくさんの方々にご協力いただき、無事に 1 1 3 号を発行することが

：できました 。 これからも皆さまに一層楽しんでいただけるような広報誌作りを目指し

：てまいりたいと思います。 広報委員一 同


